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神
楽
と
言
ふ
名
は
、
近
代
で
は
、
神
事
に
関
し
た
音
楽
舞
踊
の
類
を
、
漠
然

と
さ
す
語
の
や
う
に
考
へ
て
ゐ
る
。
さ
う
言
ふ
広
い
用
語
例
に
当
る
も
の
と

し
て
、 

神  
遊 

カ
ミ
ア
ソ

び
と
言
ふ
語
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
一
体
日
本
古
代
の
遊
び

と
か
舞
ひ
と
か
言
は
れ
る
も
の
に
は
、
鎮
魂
の
意
義
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
。

「
神
遊
」
は
、
神
聖
な
鎮
魂
舞
踊
と
か
、
或
は
神
自
ら
行
ふ
舞
踊
ア
ソ
ビ
と
か
言
ふ

意
味
ら
し
い
の
で
あ
る
。
其
神
遊
び
の
一
種
と
し
て
、
平
安
朝
の
中
頃
か
ら

宮
廷
に
行
は
れ
始
め
た
の
が
神
楽
で
、
最
初
は
「
琴
歌
神
宴
」
と
称
し
て
、

大
嘗
祭
の
一
部
分
の
、
夜
の
行
事
か
ら
出
た
と
言
ふ
説
が
、
有
力
に
な
つ
て

ゐ
る
。

通
説
に
は
、
天
岩
戸
の
神
出
現
に
先
立
つ
て
、
天
鈿
女
命
の
舞
踊
し
た
の
が
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起
源
だ
と
い
ふ
事
に
な
つ
て
ゐ
る
が
、
此
は
神
楽
よ
り
も
古
い
鎮
魂
祭
の
初

め
を
説
く
も
の
と
思
は
れ
る
。

恐
ら
く
宮
廷
以
外
の
神
社
で
発
達
し
た
も
の
が
、
天
子
を
祝
福
す
る
意
味
か

ら
、
宮
廷
年
中
行
事
の
一
つ
に
入
り
こ
ん
だ
も
の
と
思
は
れ
る
。
其
に
も
順

序
が
あ
つ
て
、
最
初
に
豊
楽
ブ
ラ
ク
殿
の 

清 

暑 

堂 

セ
イ
シ
ヨ
ダ
ウ
に
行
は
れ
た
の
が
、
後
、
内
侍

所
に
も
行
は
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
ら
し
い
。
天
子
の
御
為
に
す
る
の
で
あ
つ

た
事
は
、
庭
上
で
之
を
奏
し
て
ゐ
る
間
、
御
座
に
出
御
に
な
つ
て
ゐ
た
事
か

ら
も
察
せ
ら
れ
る
。

主
要
な
楽
器
は
琴
で
、
之
に
笛
・
篳
篥
が
伴
つ
て
ゐ
る
。
歌
は 

本  

方 

モ
ト
カ
タ

・
末ス

   

方 

ヱ
カ
タ
に
分
れ
て
、
所
謂
「
掛
け
合
ひ
」
の
様
式
で
謡
ふ
の
で
あ
る
。
舞
ひ
は
、

此 

神  

態 

カ
ミ
ワ
ザ

の
長ヲサ
と
言
ふ
風
に
解
せ
ら
れ
て
ゐ
る  
人    

長  
ニ
ン
ヂ
ヤ
ウ

が
す
る
の
で
、
其
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も
主
と
し
て
、
初
め
の
「 

採  

物 

ト
リ
モ
ノ

」
に
行
は
れ
る
。
採
物
は
、
其
一
つ
〳
〵

が
、
此
鎮
魂
呪
術
に
用
ゐ
る
呪
具
だ
つ
た
の
だ
ら
う
。
其
を
携
へ
て
出
て
舞

ふ
と
、
歌
が
之
に
伴
ふ
。
之
が
す
ん
で
後
、
数
回
の 

勧  

盃 

ケ
ン
バ
イ

が
あ
る
。
其
間

に
古
来
の
と
今
様
の
と
、
民
謡
に
唐
楽
風
の
節
を
つ
け
た
、
当
時
の
歌
謡
曲

の
様
な
も
の
が
謡
は
れ
た
。
此
が 

大 

前 

張 

オ
ホ
サ
イ
バ
リ
・ 

小 

前 

張 

コ
サ
イ
バ
リ

で
あ
る
。
其
後
は

「
朝
歌
」
と
も
言
ふ
べ
き
星
の
歌
・
星
の
呪
文
・
朝
倉
な
ど
が
あ
つ
て
、
昼ヒ

目ルメ
・ 

其  

駒 

ソ
ノ
コ
マ

な
ど
を
含
む
雑
歌
で
を
さ
め
る
こ
と
に
な
つ
て
居
る
。
正
式
に

之
を
行
へ
ば
、
宵
か
ら
夜
明
け
ま
で
夜
を
徹
し
た
も
の
だ
が
、
曲
目
も
殖
え

て
次
第
に
其
を
本
格
的
に
行
ふ
こ
と
が
出
来
ず
、
時
々
の
選
択
を
加
へ
て
、

抜
き
さ
し
す
る
や
う
に
も
な
つ
た
と
見
え
る
。

神
楽
の
主
要
部
は
、
や
は
り
採
物
に
あ
る
の
で
、
其
後
で
、
鎮
魂
を
行
つ
た
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慰
労
と
し
て
出
る
酒
を
頂
く
。
謝
意
を
表
す
る
為
の
芸
廻
し
と
も
言
ふ
べ
き

も
の
が
、
其
々
の
才サ
技イ
で
召
さ
れ
た
男
た
ち
に
よ
つ
て
行
は
れ
、
其
後
な
ご

り
惜
し
み
し
て
別
れ
て
行
く
。
其
朝
の
部
に
属
す
る
も
の
が
分
化
し
て
、

「  

雑    

歌  

ザ
フ
ノ
ウ
タ

」
を
生
じ
た
と
言
ふ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ら
う
。
今
度
催
さ
れ

る
「
其
駒
」
な
ど
も
、
雑
歌
の
を
さ
め
に
謡
ふ
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
た
。
朝
の

神
あ
げ
で
還
つ
て
行
か
れ
る
神
に
別
れ
を
惜
し
む
や
う
な
感
情
が
、
此
部
の

歌
に
は
全
体
と
し
て
現
れ
て
ゐ
る
の
だ
が
、
朝
は
日
神
が
来
臨
す
る
の
に
、

之
に
な
ご
り
惜
し
み
す
る
こ
と
の
矛
盾
を
感
じ
て
、
こ
ゝ
で
一
し
き
り
悲
別

と
も
讃
歎
と
も
つ
か
ぬ
歌
群
が
出
来
た
訣
で
あ
る
。
「
さ
ゝ
の
く
ま
　
ひ
の

く
ま
川
に
駒
と
め
て
（
昼
目
）
」
と
「
其
駒
ぞ
や
　
我
に
草
こ
ふ
」
と
を
比

べ
て
見
て
も
、
同
じ
目
的
の
分
化
し
た
こ
と
は
窺
は
れ
る
の
で
あ
る
。
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神
楽
が
宮
廷
に
栄
え
て
後
、
宮
廷
以
外
の
地
方
の
社
で
行
ふ
も
の
を
、
里  

サ
ト
カ

神 
楽 
グ
ラ

、
夏
の
祓ハラ
へ
に
関
聯
し
た
舞
踊
を
夏
神
楽
、
伊
勢
国
の
片
田
舎
で
発

達
し
た
の
が
、
神
宮
直
属
の
も
の
ゝ
様
に
僣
称
し
て
、
病
気
災
厄
の
祓
へ
を

し
て
廻
つ
た
の
が
、
伊
勢
神
楽
と
言
ふ
や
う
に
、
神
楽
と
言
ふ
称
へ
が
、
圧

倒
的
な
勢
力
を
、
神
事
舞
踊
の
上
に
持
つ
て
来
る
や
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
折
口
信
夫
全
集
　21

」
中
央
公
論
社

　
　
　1996
（
平
成8

）
年11

月10

日
初
版
発
行

底
本
の
親
本
：
「
折
口
信
夫
全
集
　
第
十
七
卷
」
中
央
公
論
社

　
　
　1967

（
昭
和42
）
年3

月25

日
発
行

初
出
：
「
実
演
に
よ
る
日
本
舞
踊
史
の
展
望
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

　
　
　1949

（
昭
和24

）
年7
月
発
行

※
底
本
の
題
名
の
下
に
書
か
れ
て
い
る
「
昭
和
二
十
四
年
七
月
「
実
演
に
よ

る
日
本
舞
踊
史
の
展
望
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
」
は
フ
ァ
イ
ル
末
の
「
初
出
」
欄
に

移
し
ま
し
た
。
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入
力
：
門
田
裕
志

校
正
：
フ
ク
ポ
ー

2018

年4
月26

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（https://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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